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第 1回パイロット校連絡会 開催 
 平成 19 年 5 月 22 日に「堺・元気プロジェクト」パイロット事業の今年度第 1回パイロット校連

絡会を開催しました。この事業は、子どもたちの育ちを系統的・総合的に見つめ、地域社

会と協働して、小中の一貫性を重視した特色ある教育活動を展開し、「豊かな学び」の実

現を図ることをねらいとしています。 

昨年度の成果と課題から、今年度の具体的な取組（小中連携・学力向上・地域連携）に

ついて、各パイロット校による活発な協議が行われました。各パイロット校では９年間を

見通した子どもの育ちにかかわる特色ある取組をさらに深めていく予定です。 
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■子どもの育ちを系統的・総合的にとらえ、地域社会と協働して、子ども
たちの夢をはぐくむ教育をめざします。 

■堺の歴史や文化を大切にし、未来を拓く創造性を養う「豊かな
学び」を実現します。 

・学力向上のための小中共通のテーマを持つことができた。 

・小学校と中学校で同じテーマで調べ学習をし、互いに発表す

る機会をもつことができた。 

・テーマによっては、9 年間の学びが難しいものもあり、どの

ように進めていくかが課題である。 

・臨海部であるので、津波警報が出た場合を想定して、保護者・

地域の方とともに防災訓練をした。 

・中学校区で地域人材を確保し取組を進めている。 
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中学校区の特色やこれまでの取組を

基盤に、小中学校 9 年間の子どもの育

ちを見通した取組をはじめましょう。 

教科等の学習指導の小中一貫性を重

視し、学力向上につながる取組として

展開しましょう。 

保護者や地域のみなさんとともに、子

どもの夢をはぐくむ元気な校区づく

りを進めましょう。 

・中学校区合同で研修会を実施し、意見交流することで職員間の

連携が深まった。今年度も引き続き実施する予定である。 

・中学校の教員が小学校で授業をしたり、互いの授業研究に参加

したりして、子どもの授業を通して共通理解が図れた。 

・中学校区で集まるのに時間調整は大変であるが、回数を増やす

必要性を感じている。 

見見見えええるるる学学学校校校園園園   

      見見見せせせるるる学学学校校校園園園づづづくくくりりり 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

神石小学校  
平成１９年度「おおさか環境賞」大賞を受賞 

 豊かな環境づくり大阪府民会議（会長：太田房江）では、平成９年４月に「おおさ

か環境賞」を創設し、自主的かつ積極的に他の規範となる環境保全又は創造に資する活

動に取り組んでいる団体、個人、事業者に対し、その活動を賞し、奨励しています。 

神石小学校は、「親しめる石津川をめざして」というテーマを掲げ、環境教育・環境

活動に取り組んでいます。特に、環境共生課、大阪府鳳土木事務所、ＮＰＯ、地元企業、

市民ボランティアなどとの連携により、水質浄化や生き物のすみかになるヨシ（イネ科

の水生植物）の植栽実験に取り組んでおり、一連の活動は、小学校の環境教育から自然

環境への再生活動へと発展しています。この実践が評価され、平成 19 年度「おおさか

環境賞」大賞を受賞しました。 

 神石小学校では、昨年度に引き続き、保護者や地域との連携を図りながら、石津川の

観察・葦船づくり・ヨシを使った紙すきを実施するとともに、大阪府環境農林水産部が

進めている「みどりのカーテン推進事業」に係る実証調査への協力等の環境教育に取り

組んでいます。 

５月１４日、５年生が総合的な学習の時間の一環として、「みどりのカーテン推進事

業」の意義や効果について大阪府立大学の先生の説明を聞き、プランターに苗の植え付

けをしました。「みどりのカーテン推進事業」は、ヒートアイランド対策の一環として

簡易な壁面緑化の普及を図るために行われます。正面玄関前の壁面（幅２４ｍ・高さ１

２ｍ）及び屋上を利用して、ゴーヤ・ヘチマ・キュウリ・サツマイモなどを水耕栽培や

プランターで栽培し、緑化による室温の低下を測るため、室温の継続計測もする予定で

す。子どもたちは、壁面緑化のための水やり作業を継続して取り組み、この学習の成果

をまとめていきます。 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 

見える学校園  見せる学校園 

｢９年間を見通した学力向上のてびき｣活用ください 
 

昨年度に実施した学力向上推進事業の成果として、｢９年間を見通した学力向上のてび

き｣を作成しました。この冊子についての説明会を平成 19 年７月４日（水）、堺市総合福

祉会館のホールで行います。各学校での授業改善等にぜひとも活用してください。 
小学校７冊、中学校４冊を配布しております。 

プランターへの植え付け 

大阪府立大学の先生の説明を聞く子どもたち


